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【10月の予定】

◆10月11日（ 土 ）（ 雨天翌日 ）

・花広場草刈り＆竹林整備

10月25日（ 土 ） （ 雨天翌日 ）

・南斜面通路整備＆その他整備

＊ 9:00 現地集合 （ 9：00～ 11：30）

◆10月4日 （ 土 ） （10：00～12：00）

・ヤママユ連・手作りカフェー

平和台集会所

問合せ ： 伊藤 （735-8623）

どなたでも参加自由です。

作業には汚れても良い服装でおいでください。

9月13日（土） 曇り 参加者 7名

今日の作業は花広場の草刈りと、ナナコ垣の補

修を行いました。ナナコ垣というのは、竹を縦に

四本に割って、それを半円状にして並べた竹垣で

す。

広場の通路は刈払い機で払い、花壇部分はカマ

で手作業で草刈りを行います。雑草の中に、ヌス

ビトハギの赤紫の花が咲いていました。今はまだ

かわいいのですが、

実ができると作業着

に付いて大変です。

赤いヒガンバナもそ

ろそろ芽を出すはず

です。

ナナコ垣は、折れ

たり、折れそうなも

のは処分し、丈夫そ

うなものと取り替え

ました。

作業はまだ途中でしたが、雨が降ってきました

ので早めに作業をやめ、散会としました。

（伊藤）

9月27日（土） 晴 参加者10名

初めにFさんからまちカフェで私達が使える備

品、準備の担当者と今後の予定の案が説明された。

持ち帰って、次回作業日に決定することにする。

その後、中央広場で栗を拾う。イガのとげに手

こずりつつ開けて取り出

すが、すでに虫たちが入

り込み、我々は一歩遅し

というものが多かった。

栗のできは少ないようで、

山でも同様だとますます

熊がおりてくるかもしれ

ない。

南側のマンションの篠

竹をKさんが伐って束ね

ていたので、花広場へ運ぶ。それから今日の予定

の花広場の草刈。9月も末なのに草たちは元気に

のびている。アレチヌスビトハギは可憐な花を咲

かせつつ、くっつきやすい種をもう付けていて、

服やら軍手にこびりついてきた。

（宇野）

【緑地に咲く】ヌスビトハギ（盗人萩）

マメ科ヌスビトハギ属

の多年草で、ヒッツキ虫

のひとつです。背丈は60

～100cmになりますが、そ

の約半分は花穂です。長

い葉柄の先に3枚の小葉が

あります。花期は7月～9

月。葉の先端のほうから

数個の細長い総状花序を

つけます。花は小さくで3

～4mm、ピンク色に色づき

ます。

（長谷部）

ヌスビトハギ



大きく開花させたかた達です。開いた花も、は

じめに出会った「はてな？」によって、それぞ

れ違います。山極さんはゴリラの生き方、福岡

さんは動的平衡からフェルメールまで、中村さ

んは生命誌、畠山さんは森は海の恋人など。で

も、生命の不思議に魅せられて歩んでこられた

原点はみなさん、「センス・オブ・ワンダー」

だったということが良くわかります。

また、『センス・オブ・ワンダー』の翻訳者上

遠恵子さんとの対談も、普段は聞くことのでき

ない秘話が披露され、楽しく読みました。

（小川）

以前この欄でも紹介した

ことがある『センス・オ

ブ・ワンダー』（レイチェ

ル・カーソン著）が出版さ

れて、今年で60年になりま

す。この間世界中の子ども

達に自然の素晴らしさを教

え、子どもたちに寄り添う

大人にも発見の楽しさを伝

えてくれました。

今回紹介する『センス・オブ・ワンダーを

語る』の著者の皆さんは、子どもの頃のセン

ス・オブ・ワンダーを今に至るまで持ち続け、

『センス・オブ・ワンダーを語る』

山極壽一、福岡伸一、中村桂子、畠山重篤/著 上遠恵子/編著

（かもがわ出版）

緑地のキ
ノコ



猛暑続きの日々、幸いこの日は少ーし秋の

気配。6名が集まりました。

カラムシの繊維を使って、主にブローチな

ど小ぶりのオーナメント作りがこの日のテー

マ。

カラムシの繊維は、柔らかく形にするのは

充分に撚る必要があります。撚りが緩い状態

でも極細の針金に巻き込むことで形作りが楽

になります。なんと、このカラムシを長く巻

いた糸玉をお持ちになっている方がいました。

この方は羊毛から毛糸を作る技術と道具をお

持ちで、今回の作品作りに以前作っておいた

この糸玉が使えると思われたとのことです。

繊維そのままのベージュ色、胸元や帽子な

どに付けたら愛らしい。幾つものお花やトン

ボなどが出来ました。このサイズならプレゼ

ントにしても気楽、話題にも丁度良いと思わ

れます。

【やままゆ連・手作りカフェー】

カラムシ繊維でオーナメント 紙結び小鳥

9月6日（土） 10：00～12：00

平和台集会所

それから、小さな色紙で小鳥の形を作りまし

た。表と裏色が違いの紙(同色も可)とハサミ、

ノリ、ペンがあれば簡単に出来ます。例えば、

紙を15㎝×2㎝のサイズに切って結びます。結

んで太くなった部分を小鳥の胴体と見立て、あ

とは尾っぽを切り、クチバシを貼り、目を書け

ばＯＫ。少しの作業とバランス調整を楽しむ、

ホッコリした時間を過ごせました。

カフェ・メニュー ブドウゼリー
（斎藤光代）

カラムシアクセ

サリー（花とト

ンボ）

紙結び鳥

【緑地の樹】

クスノキ
プロフィール：クスノキ科クスノキ属 (常緑高木)

クスノキというと、神社などで大きく枝を

張っている堂々とした木を連想する。それに

くらべて緑地の花広場の奥に立っているクス

ノキはちょっとお気の毒・・・。堆肥置き場

の柵と化しています。

でも、葉っぱを揉むと、その香りはしっか

りクスノキ。今年はアオスジアゲハも見かけ

ました。幼虫の乳母役はしっかりしてくれて

いるのでしょうか。 （小川）

アオスジアゲハ

クスノキ


